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736

日
本
の
高
等
教
育
機
関
で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
の
内
、
専
攻
分
野

別
で
は
社
会
科
学
分
野
が
最
も
多
く
、
中
で
も
中
国
出
身
者
の
間
で

は
経
営
学
の
人
気
が
根
強
い
と
さ
れ
る
。
特
に
最
近
は
大
学
院
で
学

位
を
取
得
後
、
日
本
で
の
会
社
設
立
や
、
中
国
に
帰
国
し
て
事
業
を

行
う
希
望
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
背
景
に
、
将
来
の
創
業
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な
専
門
知
識
を
包
括
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
大

学
院
研
究
科
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
立
正
大
学
大
学
院
経
営

学
研
究
科
（
東
京
都
品
川
区
）
で
は
、
か
ね
て
よ
り
入
学
を
希
望
す

る
留
学
生
に
門
戸
を
開
き
、
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
下
、
優
秀

な
人
材
を
輩
出
し
続
け
て
き
た
。
新
た
な
学
習
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た

教
育
指
導
体
制
や
、
留
学
生
支
援
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
木
村
浩
・

同
大
学
院
研
究
科
長
に
話
を
聞
い
た
。

将来のビジネスに必要な実務知識と生きた経営学が学べる
少人数教育による留学生サポートが充実！立正大学大学院経営学研究科

―
―
立
正
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科

で
は
毎
年
継
続
的
に
留
学
生
を
受
入
れ

て
い
ま
す
。
研
究
科
の
特
色
な
ど
も
踏

ま
え
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
留
学
生
に

最
も
受
験
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
か
？

木
村
研
究
科
長
：
当
研
究
科
は
経
営

学
の
大
学
院
修
士
課
程
な
の
で
、
卒
業

後
に
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
り

た
い
の
か
に
関
し
、
自
分
な
り
の
明
確

な
目
標
を
も
っ
て
い
る
留
学
生
を
歓
迎

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
入
学
し
た
中
国
籍

留
学
生
は
大
別
す
る
と
２
つ
の
傾
向
が

あ
り
、
一
つ
は
卒
業
後
に
日
本
と
中
国

と
の
間
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
志
向
す

る
人
、
も
う
一
つ
は
特
定
分
野
で
の
起

業
や
事
業
承
継
等
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
人
で
、
い
ず
れ
も
本
学
で
経
営
学
を
専

攻
す
る
こ
と
が
将
来
的
な
成
果
に
繋
が
り
や
す
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
実
際
に

最
近
卒
業
し
た
留
学
生
か
ら
は
、
日
本
の
専
門
商
社
や
対
日
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る

中
国
企
業
等
で
就
職
し
た
人
、
あ
る
い
は
中
国
内
で
ホ
テ
ル
事
業
を
引
き
継
い
だ

事
例
な
ど
が
出
て
い
ま
す
。

―
―
将
来
、
日
中
両
国
で
の
活
躍
を
目
指
す
留
学
生
に
と
っ
て
、
特
に
有
益
な
教

育
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

木
村
研
究
科
長
：
当
研
究
科
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
全
般
を
幅
広
く
学

び
、
修
了
時
に
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。
例
え
ば
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

専
攻
希
望
者
も
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識
だ
け
で
は
実
際
に
起
業
や
経
営
は
で

き
な
い
の
で
、
経
営
戦
略
、
情
報
シ
ス
テ
ム
、
会
計
学
な
ど
を
含
め
体
系
的
に
学

ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
現
役
の
公
認
会
計
士
や
税
理
士
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
の

授
業
や
、
大
学
に
隣
接
す
る
地
域
の
中
小
企
業
経
営
者
な
ど
を
招
い
た
特
別
授
業

も
行
っ
て
お
り
、
学
生
の
間
で
好
評
で
す
。
特
に
留
学
生
の
場
合
は
、
将
来
的
に

家
業
を
引
き
継
い
だ
り
、
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
起
業
を
目
指
す
傾
向
が
強
い

の
で
、
中
小
企
業
経
営
者
の
経
験
が
将
来
の
方
向
性
と
も
マ
ッ
チ
し
て
お
り
、
得

る
も
の
が
大
き
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
本
学
の
中
国
出
身
教
員
が
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
や

中
国
企
業
に
関
す
る
分
析
研
究
を
行
う
授
業
も
あ
り
、
留
学
生
に
と
っ
て
は
母
国

の
最
新
の
ビ
ジ
ネ
ス
状
況
に
接
す
る
好
機
と
も
な
り
ま
す
。

―
―
入
学
後
の
修
士
論
文
の
作
成
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
留
学
生
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
学
院
と
し
て
い
か
な
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す

か
？木

村
研
究
科
長
：
修
士
論
文
の
執
筆
時
に
は
、
基
本
的
に
一
人
の
学
生
を

一
人
の
教
員
が
指
導
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
密
度
の

濃
い
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
個
々
の
学
生
に
専
門
知
識
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
で
す
。
当
研
究
科
で
は
、
普
段
か
ら
「
先
生
と
の
距
離
感
が
近
い
」
こ
と

を
魅
力
に
感
じ
る
留
学
生
が
多
い
よ
う
で
す
。
教
員
に
と
っ
て
も
、
少
人
数

教
育
を
徹
底
す
る
こ
と
で
個
々
の
学
生
に
目
が
行
き
届
き
や
す
く
な
り
、
入

学
段
階
か
ら
学
生
の
研
究
希
望
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
効
果
的
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

―
―
留
学
生
が
研
究
計
画
書
や
志
望
理
由
書
を
書
く
際
の
注
意
事
項
を
挙
げ

る
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
っ
た
点
で
し
ょ
う
か
？

木
村
研
究
科
長
：
研
究
計
画
書
は
、
絵
に
描
い
た
よ
う
に
理
想
的
な
も
の

を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
大
学
院
で
何
を
学
び
た
い

の
か
と
い
う
熱
意
を
、
学
生
自
身
の
言
葉
で
表
現
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
書

か
れ
て
い
る
内
容
の
論
理
性
や
日
本
語
能
力
の
レ
ベ
ル
（
試
験
の
点
数
）
も

一
定
程
度
は
必
要
で
す
が
、
そ
れ
ら
が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
面
接
に
お

い
て
も
、
日
本
語
で
志
望
動
機
を
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
る
か
、
教
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
で
き
る
か
な
ど
が
、
重
要
な
評
価
の
基
準
と

な
る
で
し
ょ
う
。

―
―
留
学
生
に
対
し
て
は
さ
ら
に
、
授
業
料
減
免
や
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
制
度

な
ど
、
充
実
し
た
支
援
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
も
こ
れ
ら
は
継

続
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

木
村
研
究
科
長
：
私
費
留
学
生
向
け
の
授
業
料
減
免
に
つ
い
て
は
大
学
院

と
し
て
１
年
次
に
30
％
を
、
ま
た
２
年
次
は
申
請
に
基
づ
き
50
％
を
減
免
す

る
制
度
が
あ
り
、
２
０
２
３
年
度
も
実
施
予
定
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
研
究
科

独
自
の
奨
学
金
制
度
も
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
制
度
は
、

大
学
院
留
学
生
の
修
士
論
文
作
成
な
ど
に
あ
た
り
、
教
員
が
推
薦
す
る
本
学

の
学
部
生
ま
た
は
大
学
院
修
士
生
（
日
本
人
学
生
）
が
日
本
語
面
で
支
援
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
本
学
に
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
た
留
学
生
と
日

本
人
学
生
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
下
、

多
面
的
な
交
流
の
機
会
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
こ
れ
か
ら
大
学
院
入
学
を
目
指
す
中
国
籍
留
学
生
向
け
に
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

木
村
研
究
科
長
：
こ
こ
数
年
は
留
学
に
至
る
過
程
で
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、

苦
労
し
た
方
が
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
夢
を
あ
き
ら
め
ず
来
日

を
果
た
し
た
留
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
本
と
母
国
と
の
間
で
様
々
な
ビ
ジ

ネ
ス
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
情
熱
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
今
後
の
活
躍
に
期

待
す
る
面
が
大
き
い
で
す
。
当
研
究
科
に
は
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
深
く
探
求

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
て
お
り
、
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
新

校
舎
に
は
院
生
研
究
室
も
で
き
、
対
面
授
業
に
よ
る
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
院
の
立
地
も
交
通
至
便
な
都
心
部
に
あ

り
、
日
本
の
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
を
体
感
し
や
す
い
環
境
な
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
入

学
先
の
選
択
肢
と
し
て
当
研
究
科
を
考
慮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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Ｑ
：
留
学
生
入
試
は
い

つ
行
わ
れ
ま
す
か
？

Ａ
：

本

年

度

は

２
０
２
２
年
12
月
３

日
（
土
）
と
２
０
２
３

年
２
月
11
日
（
土
・

祝
）
の
２
回
、
実
施
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出

願
期
間
は
12
月
入
試
が

２
０
２
２
年
11
月
15
日

（
火
）
か
ら
11
月
24
日

（
木
）
ま
で
（
必
着
）、

２
月
入
試
が
２
０
２
３

年
１
月
12
日
（
木
）
か

ら
１
月
25
日
（
水
）
ま

で
（
同
）
で
す
。
所
定

の
応
募
期
限
に
遅
れ
な

い
よ
う
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

 

Ｑ
：
出
願
に
あ
た
っ
て
、「
日
本
留
学
試
験
」
な
ど
の
受
験
は
必

要
で
す
か
？

Ａ
： 

立
正
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
で
は
、
２
０
２
３
年
度

外
国
人
留
学
生
入
試
の
出
願
要
件
と
し
て
、
日
本
国
内
の
大
学

ま
た
は
大
学
院
を
卒
業
・
修
了
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
日
本

学
生
支
援
機
構
が
行
う「
日
本
留
学
試
験（
Ｅ
Ｊ
Ｕ
）」の
受
験
か
、

ま
た
は
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
が
行
う
「
日
本
語
能
力
試
験

（
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）」
の
合
格
が
必
要
で
す
。
指
定
の
受
験
時
期
は
Ｅ

Ｊ
Ｕ
が
２
０
２
１
年
６
月
、
11
月
、
２
０
２
２
年
６
月
、
11
月

の
い
ず
れ
か
で
、
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
は
２
０
２
０
年
12
月
、
２
０
２
１

年
７
月
、
12
月
、
２
０
２
２
年
７
月
の
い
ず
れ
か
で
す
。
該
当

者
は
大
学
院
に
出
願
す
る
前
に
必
ず
受
験
し
て
お
く
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

 

Ｑ
：
大
学
院
の
場
所
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
経
営
学
研
究
科
は
東
京
の
中
心
で
あ
る
品
川
に
キ
ャ
ン
パ

ス
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
大
崎
駅
・
五
反
田
駅
、
都
営
浅
草
線
五

反
田
駅
、
東
急
池
上
線
大
崎
広
小
路
駅
が
徒
歩
圏
内
と
抜
群
の

交
通
ア
ク
セ
ス
な
の
で
、
通
学
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
便
利
で
す
。

ま
た
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
は
静
か
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、
勉

学
に
集
中
で
き
る
環
境
と
言
え
ま
す
。

Ｑ
：
開
講
の
時
間
帯
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
：
基
本
的
に
平
日
は
夜
間
、
土
曜
日
は
昼
夜
で
開
講
し
て
い

ま
す
。
社
会
人
学
生
は
仕
事
を
し
な
が
ら
、
ま
た
留
学
生
は
ア

ル
バ
イ
ト
や
自
主
学
習
、
日
本
語
学
習
な
ど
と
並
行
さ
せ
て
、

日
常
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
つ
つ
、
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

 

Ｑ
：
学
内
施
設
の
利
用
環
境
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ
：
大
学
院
生
が
自
由
に
使
え
る
院
生
研
究
室
が
、
新

た
に
完
成
し
た
新
校
舎
内
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
と
て
も
便
利
で
す
。
院
生
研
究
室
に
は
専
用
の
Ｐ

Ｃ
と
プ
リ
ン
タ
が
配
置
さ
れ
、
専
門
図
書
や
過
去
の

修
士
論
文
な
ど
も
揃
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
統

計
資
料
・
論
文
を
集
め
、
複
写
機
を
随
時
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

 

Ｑ
：
入
学
後
、
日
本
語
を
書
く
こ
と
に
自
信
が
な
い

の
で
す
が
、
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
指
導
教
員
が
日
常
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
だ
け
で

な
く
、
教
員
が
推
薦
す
る
日
本
人
の
学
部
生
ま
た
は

大
学
院
修
士
生
が
、
留
学
生
の
全
般
的
な
日
本
語
支

援
を
行
う
制
度
が
あ
り
、
好
評
で
す
。
学
生
と
教
員

が
少
人
数
教
育
の
下
で
共
に
学
び
な
が
ら
、
各
人
の
現

状
や
要
望
を
考
慮
し
つ
つ
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
心
配
は
要

り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

 

Ｑ
：
外
国
籍
の
社
会
人
学
生
が
受
験
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
で
す
か
？

Ａ
：
出
願
時
に
会
社
、
官
庁
、
教
育
機
関
、
研
究
機
関
等
に

在
職
中
で
、
出
願
時
に
通
算
２
年
以
上
の
在
職
経
験
が
あ
り
、

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）
４
月
１
日
時
点
で
大
学
卒
業
後
３

年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
場
合
に
は
、
留
学
生
入
試
と
は
別
に
、

「
小
論
文
（
経
営
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
テ
ー
マ
）」
を
試
験
科

目
と
し
て
実
施
す
る
社
会
人
入
試
を
受
験
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
ま
た
多
忙
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
向
け
に
は
、
研
究
成
果
報
告

書
の
提
出
で
修
士
号
を
取
得
で
き
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ス
」
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

 

Ｑ
：
卒
業
し
た
留
学
生
の
進
路
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
例
年
、
日
本
国
内
の
著
名
企
業
や
、
留
学
生
の
出
身
国
に

進
出
し
て
い
る
日
系
大
手
及
び
現
地
企
業
な
ど
に
就
職
者
・
内

定
者
が
出
て
お
り
、
経
営
学
研
究
科
に
お
け
る
進
路
状
況
は
好

調
で
す
。
留
学
生
の
間
で
は
最
近
、
会
計
関
連
資
格
の
取
得
を

目
指
し
て
意
欲
的
に
学
ん
で
い
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
国
内

外
で
の
起
業
や
事
業
承
継
を
含
め
、
多
様
な
進
路
が
想
定
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。
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【立正大学大学院経営学研究科：入学試験と留学生活に関する　　　　　　　　】

【
現
役
留
学
生
が
語
る　

大
学
院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
】

理
想
の
学
習
環
境
で
　
幅
広
い
経
営
学
の
専
門
知
識
を
修
得

●
立
正
大
学
大
学
院 

経
営
学
研
究
科
２
年　

鮑
思
宇
さ
ん

私
は
家
庭
の
事
情
で
、
小
学
生
の
一
時

期
を
日
本
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

当
時
は
日
本
語
が
あ
ま
り
で
き
ず
に
悔
し

い
思
い
を
し
た
の
で
、
中
国
で
大
学
を
卒

業
し
た
ら
も
う
一
度
日
本
に
戻
る
こ
と
を

希
望
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
１
９

年
10
月
に
、
日
本
語
学
校
へ
の
入
学
が
決

ま
っ
て
、
再
び
来
日
が
叶
っ
た
の
で
す
。

こ
の
間
、
日
本
語
は
中
国
で
e
ラ
ー
ニ
ン

グ
に
よ
り
学
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
や
は

り
語
学
を
修
得
す
る
に
は
環
境
が
最
も
大

事
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
先
生
と
直
接
、

対
面
で
交
流
す
る
機
会
が
得
ら
れ
て
か
ら
、

日
本
語
も
目
に
見
え
て
上
達
で
き
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
私
は
中
国
の
大
学
で
経
営

学
を
学
ん
で
い
た
の
で
、
日
本
語
力
を

身
に
つ
け
た
後
、
日
本
の
大
学
院
で
同

分
野
を
専
攻
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
希
望
を
日
本
語
学
校
の

先
生
に
伝
え
進
路
に
つ
い
て
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
立
正
大
学
の
経
営
学
研
究
科

を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。
情
報
交
換
を

し
て
い
た
中
国
人
の
グ
ル
ー
プ
で
立
正

大
学
に
通
う
先
輩
に
も
状
況
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
先
生
が
と
て
も
優
し
く
、
学
内
は

活
気
が
あ
り
周
囲
の
環
境
も
理
想
的
だ
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
実
際
に
入
試
で
初

め
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
運
ん
だ
時
、
最

先
端
で
真
新
し
い
施
設
と
、
交
通
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
に
と
て
も
感
銘
を
受
け
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
入
学
後
に
、
何
よ
り
満
足
し
て

い
る
の
は
大
学
院
の
授
業
で
す
。
立
正
大

学
の
研
究
科
は
少
人
数
教
育
が
基
本
な
の

で
、
例
え
ば
ゼ
ミ
の
時
に
は
、
ほ
ぼ
個
別

指
導
に
近
い
形
で
内
容
の
濃
い
授
業
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
一
時
、

全
て
の
授
業
が
遠
隔
授
業
と
な
っ
た
時
期

も
、
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も

先
生
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
相
談
が
で
き
、
と

て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

大
学
院
で
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、

入
学
し
た
頃
は
企
業
間
の
M
＆
A
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
様
々
な
知
識

を
学
ぶ
中
で
、
日
本
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
り
、

卒
論
の
テ
ー
マ
に
も
選
び
ま
し
た
。
日
本

に
お
け
る
企
業
統
治
は
、
中
国
と
は
多
く

の
点
で
異
な
っ
て
お
り
、
株
主
の
役
割
や

会
計
制
度
も
全
く
別
物
で
す
。
特
に
、
企

業
と
経
営
者
、
株
主
、
そ
し
て
従
業
員
と

の
関
係
性
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
日
本
企

業
の
し
く
み
や
経
済
活
動
を
学
ぶ
上
で
重

要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
思

い
起
こ
せ
ば
、
入
学
し
た
時
に
指
導
教
員

か
ら
、
大
学
院
で
は
自
分
の
研
究
テ
ー
マ

に
関
わ
ら
ず
、
日
本
の
会
社
制
度
や
経
済
・

金
融
の
流
れ
な
ど
幅
広
い
知
識
を
学
ん
で

お
い
た
方
が
良
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た

こ
と
が
、
今
、
私
の
中
で
学
ぶ
指
針
と
し

て
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
学
院
の
研
究
室
で
は
日
本
人
学
生
と

も
親
し
く
な
り
、
日
々
楽
し
く
交
流
で
き

て
い
る
の
で
、
益
々
充
実
度
が
高
い
で
す
。

２
年
生
に
な
っ
た
今
年
は
、
貿
易
商
社
へ

の
就
職
を
目
指
し
就
活
に
励
ん
で
い
ま
す
。

培
っ
て
き
た
語
学
力
も
活
か
し
て
、
将
来
、

中
国
と
日
本
の
懸
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
頑

張
り
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
日
本
で
進
学
を
目
指
す
後
輩

の
皆
さ
ん
。
一
番
大
切
な
の
は
、
日
本
語

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
で
す
。
も
し

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
安
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
原
因
は
日
本
語
力
が
不
足
し
て

い
る
か
、
あ
る
い
は
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
話
を
す
る
姿
勢
が
足
り
な
い
の
か
、
の

ど
ち
ら
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本

語
を
勉
強
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で

す
が
、
さ
ら
に
相
手
の
話
を
じ
っ
く
り
と

聞
き
、
双
方
向
で
対
話
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
く
だ
さ
い
。
最
初
は
い
ろ
い
ろ
な

困
難
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
き
ら
め

ず
に
毎
日
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
け
ば
、
そ

の
蓄
積
は
必
ず
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な

力
と
な
る
で
し
ょ
う
。




